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1646年 赤絵物を長崎にて売り始める

1637年 鍋島藩

窯場整理統合

岩谷川内

白川山(天狗谷)

年木山(楠木谷)

南川原

内山

外山

筑前(博多)

白石

中野

三川内

平戸

(平戸藩)

椎の峯

酒井田柿右衛門(1596～1666)

李参平(1597～1655)

高原五郎七

1633年

幕府によるキリシタン取締りが厳しくなり有田から逃亡

1626-1629

五郎七、柿右衛門に請われ

有田に移住。柿右衛門と

三之丞に作陶を教える。

1619年

朝鮮陶技

を七年間

研究

1616年

大阪夏の陣から博多

承天寺の僧登叙の

もとへ落ち延びる

南川原に移った年不明

・1651年以降？

年不明確。

妻に五郎七の手伝いをさせて

釉薬の調合法を探り出し、

波佐見三ツ股に逃れた。

1616年

有田泉山に白磁鉱を

発見。天狗谷開窯。

磁器焼成に成功。

鍋島藩窯
1628年

1660年代

大川内 1675年

佐賀
肥前

(有田以外の中東部) 唐人古場

1598年

佐賀から多久に移る1597年

肥前

(有田以外の中西部)

1629 嬉野内野山にて陶技を教える嬉野 内野山

三ツ股

1638年 父巨関とともに三川内に移る

年不明確。

五郎七に会いに椎ノ峯に

赴いたが、既に不在だったため

暫く逗留し妻を娶る。

中尾山

波佐見

(大村藩)

1636年 中尾山に陶土を発見し築窯

1643頃 中国人から赤絵を伝授された

伊万里の貿易商 東島徳左衛門に

赤絵を習う。「ごす権兵衛」と協力して

赤絵を完成した。：「酒井田旧記」

有田

高麗谷

小溝

移動年不明

1615年

李参平は有田にきて暫く

乱橋(三代橋)に居た。

：「陶祖李参平之碑」

「小溝山頭三兵衛」

：「今村氏文書」
その後、泉山の東南に

当たる板ノ川内を拠点に

陶石を探した。

稗古場(稗古場)
百婆仙(1593～1656)

武雄(内田)

1630年

副田喜左衛門に招かれ、

岩谷川内で青磁焼成

1630年

内田皿山から一族を率いて

有田稗古場に移る。

1637年の窯場整理統合前後、有田内山には

李参平の一団(148名：1653年)と百婆仙の一団

(960名：1630年)だけでも1000名を超える韓人

陶工集団がいたと思われる。

一方、陶技を覚えた日本人陶工が独立して窯を

持つものが続出していたため、窯の燃料用樹木

乱伐防止のためという大義名分のもと、李参平は

「私が一手に焼きものをしたいので」と、日本人陶工

の追放を願い出た。：「皿山代官旧記覚書」

文禄・慶長の役
1592 1598

1672年 赤絵町制定

畑の原

李祐慶1598-1616)

1622-1638 平戸・大村領内で陶石を探索

藤の川内 1614年

佐賀郡金立山から移る。

：吉村茂三郎著「松浦史」

家永庄右衛門

今村三之丞(1610‐1696)

1598年

大村喜前が慶長の役から

帰国する際、喜前の招きで

大村藩に帰化し、村木郷の

畑ノ原に窯を築く。

伊万里

1617年

川に流れる明礬を見つけて

上流の泉山に磁石を発見

：「柿右衛門家文書」 1626頃

有田で高原五郎七に

作陶を習う。

李参平(1597～1655)

百婆仙(1593～1656)

窯の燃料用樹木乱伐防止のため、

日本人陶工826人を窯場から追放。

多久

1630年頃

天狗谷に築窯 家永庄右衛門(生没年不詳)

小溝原にて

焼物を焼く

：「安永弐巳年日記」

高原五郎七

1658年 金銀絵付け

最初の赤絵は加賀前田家に売られた。

翌年柿の蓋物を製作してこれに前年完成

したばかりの赤絵で彩色して藩主勝茂に

献上した処、精巧で雅味のある真の名器

だと賞せられた。：「肥前陶磁史考」

1617年

白石郷より有田に移住。

最初は外山の南川原に居住。

酒井田柿右衛門(1596～1666)

年木山に

移った年不明

1626-1629年

南川原の高原五郎七

に作陶を習う

秀吉が「帰国の節は細工人、

縫官、手先が器用な女

がいれば召し連れ帰るべし」

との朱印状を各大名に出した。

これより「鍋島焼」始まる。

鍋島藩御道具山役の

副田喜左衛門は、以前

高原五郎七に就て

陶技を修めていた。

：吉村茂三郎著「松浦史」

柿右衛門は宇田権兵衛

（ごす権兵衛）から

呉洲絵の法を学び、更に

金銀彩焼付法をも習得した

：吉村茂三郎著「松浦史」

家永庄右衛門の祖父家永彦三郎は、「土器の技術が素晴らしいから、

九州名護屋での土器作り最高責任者に命ず」という御朱印状を秀吉から

下された。：久米邦武著「有田皿山創業調子」

また「安永弐巳年日記」によると、その後鍋島直茂から朝鮮金望山に在住の

朝鮮人から製陶技術を習得するよう命じられ、朝鮮に渡って鍋島軍の捕虜

になっていた韓人陶工の範丘から焼物の技術を口伝えで習得した。範丘他

数名の陶工を連れて帰国後金立山で開窯したが良い土がなく、伊万里の

藤野川内に移って製陶を始めた。

岩谷川内、南川原での鍋島藩窯で

何が作られたかは不明。

酒井田柿右衛門

李参平

百婆仙

高原五郎七

家永庄右衛門

今村三之丞

李祐慶

鍋島藩窯

凡例

1593年頃から乱橋(三代橋)には

文禄の役の時日本に来たと言う

韓人陶工達が窯を開いていた。

1644年

明滅亡

中国商人によりカンボジアに

伊万里磁器を輸出

1647年

磁器を初めて輸出

主要人物変遷


